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真
実
の
癒
し 

 

 

イ
エ
ス
様
は
私
た
ち
の
全
て
を
赦
し
て
く
だ
さ
る
愛
の
お
方
で
す
。

そ
れ
は
分
か
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
自
分
で
自
分
の
醜
さ
を
憎
み
ど
う

し
て
も
自
分
の
ほ
う
か
ら
イ
エ
ス
様
と
隔
て
を
置
い
て
し
ま
い
ま
す
。

あ
ま
り
自
分
で
自
分
を
責
め
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
、
本
当

に
私
が
い
き
て
い
て
人
を
傷
つ
け
て
い
る
な
ら
、
今
頃
私
な
ど
生
き
て

い
な
い
は
ず
で
す
か
ら
。｢

生
き
て
も
い
い
の
だ
よ
。
た
と
え
人
が
ろ
く

で
な
い
。
役
立
た
ず
。｣

と
非
難
し
て
も
、
イ
エ
ス
様
は
こ
の
よ
う
な
私

を
よ
り
に
よ
っ
て
ど
う
い
う
わ
け
か
不
思
議
に
も
愛
し
て
く
だ
さ
っ
た

の
で
か
ら
。
塩
狩
峠
と
い
う
実
話
を
基
に
し
た
三
浦
綾
子
さ
ん
の
小
説

で
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
長
野
青
年
が
結
婚
を
間
近
に
婚
約
者
を
残
し
、
機

関
車
の
連
結
器
か
ら
外
れ
た
客
車
と
レ
ー
ル
の
間
に
自
ら
の
体
を
挟
ん

で
乗
客
を
救
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
イ
エ
ス
様
が
罪
人
を
永
遠
の

滅
び
か
ら
救
い
出
し
た
イ
エ
ス
様
の
十
字
架
の
姿
で
す
。
多
く
の
人
々

は
こ
の
よ
う
な
か
け
が
え
の
な
い
神
の
愛
を
知
ら
ず
、
生
き
る
こ
と
に

苦
痛
を
覚
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
生
き
る
こ
と
に
辛
さ
を
覚
え
る

人
々
に
癒
し
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
よ
り
ス
ト
レ
ス
を
取
り
除
く
こ
と

と
と
も
に
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
宣
べ
伝
え
る
こ
と
を
優
先
的
に
す

る
こ
と
に
よ
り
、
人
間
的
慰
め
に
ま
さ
り
神
の
慰
め
が
直
接
的
に
そ
そ

が
れ
る
生
き
る
力
が
回
復
す
る
こ
と
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

あなたがたの切り出された岩、掘り出された穴を見よ。 
イザヤ５１：１ 
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二
〇
一
三
年
一
二
月
八
日
午
前
一
〇
時 

礼
拝 

山
本
牧
師 

 

 
 
 
 
 
 

「ザ
カ
リ
ヤ
の
賛
歌
」
（ク
リ
ス
マ
ス
連
続
講
演
二
回
） 

「
さ
て
父
ザ
カ
リ
ヤ
は
、
聖
霊
に
満
た
さ
れ
て
、
預
言
し
て
言
っ
た
。
「ほ
め
た

た
え
よ
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
神
で
あ
る
主
を
。
主
は
そ
の
民
を
顧
み
て
、
贖
い
を

な
し
、
救
い
の
角
を
、
わ
れ
ら
の
た
め
に
、
し
も
べ
ダ
ビ
デ
の
家
に
立
て
ら
れ

た
。
」（
ル
カ
一
ノ
六
七
～
六
九
）  

 
 
 
 
 

 

ザ
カ
リ
ヤ
は
神
様
に
一
番
近
い
生
活
を
し
て
い
た
が
、
不
信
仰
の
た
め
し
ゃ

べ
れ
な
く
な
る
。
日
常
の
会
話
は
で
き
て
も
神
の
言
葉
を
語
れ
な
い
の
は
ザ
カ

リ
ヤ
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
し
ゃ
べ
れ
な
い
の
で
黒
板
に
生
ま
れ
て
く
る

息
子
の
名
を
ヨ
ハ
ネ
と
書
い
た
時
し
ゃ
べ
れ
る
よ
う
に
な
ぅ
た
。
そ
し
て
最
初

の
言
葉
は
神
を
賛
美
し
た
。
信
仰
の
回
復
は
神
の
言
葉
が
語
れ
る
よ
う
に
な

る
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

二
〇
一
三
年
一
二
月
一
一
日
午
後
七
時 
祈
祷
会 

山
本
牧
師 

「モ
ア
ブ
の
滅
亡
」 

「あ
あ
。
モ
ア
ブ
。
ケ
モ
シ
ュ
の
民
は
滅
び
た
。
あ
な
た
の
息
子
は
と
り
こ
に
さ

れ
た
。
娘
は
捕
虜
に
な
っ
て
連
れ
去
ら
れ
た
。
し
か
し
終
わ
り
の
日
に
、
わ
た

し
は
モ
ア
ブ
の
捕
ら
わ
れ
人
を
帰
ら
せ
る
。
主
の
御
告
げ
。
こ
こ
ま
で
は
モ
ア

ブ
の
さ
ば
き
で
あ
る
。
」（
エ
レ
ミ
ヤ
四
八
ノ
四
六
，
四
七
） 

 

モ
ア
ブ
は
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
甥
ロ
ト
と
娘
と
の
近
親
結
婚
の
子
孫
で
あ
る
。

か
れ
ら
は
イ
ス
ラ
エ
ル
と
親
戚
で
あ
り
な
が
ら
敵
対
し
た
肥
沃
な
土
地
、

難
攻
不
落
の
要
害
に
住
み
、
人
を
見
下
し
高
慢
の
罪
に
陥
る
。
ナ
オ
ミ
と

エ
リ
メ
レ
ク
は
飢
饉
の
た
め
モ
ア
ブ
に
避
難
し
て
、
そ
こ
で
モ
ア
ブ
の
女

ル
ツ
は
姑
ナ
オ
ミ
の
信
仰
に
従
っ
た
。
や
が
て
イ
エ
ス
様
の
時
代
、
聖
霊

降
臨
を
体
験
し
た
モ
ア
ブ
の
民
が
神
様
の
救
い
に
預
か
る
約
束
の
預
言
で

あ
る
。 

    

今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス 

日
時 

一
二
月
二
二
日
（
日
） 

賛
美
礼
拝 
 

午
前
一
一
時 

会
食
費
（
御
寿
司 

大
七
〇
〇
円 

小
四
〇
〇
円
） 

コ
ン
サ
ー
ト 

午
後 

二
時 

ピ
ア
ノ
と
賛
美 

水
野
夏
子
姉
、
水
野
洋
一
兄
、 

 

ク
リ
ス
マ
ス
連
続
講
演 

一
、 

救
い
主
到
来
の
予
告 

 
 

一
二
月
一
日 

イ
ザ
ヤ
七
，
九
章 

二
、 

ザ
カ
リ
ヤ
の
賛
歌 

 
 
 

一
二
月
八
日 

ル
カ
一
章 

三
、 

マ
リ
ヤ
の
賛
歌 

 
 
 
 

一
二
月
一
五
日
ル
カ
一
章 

四
、 

救
い
主
の
降
誕 

 
 
 
 

一
二
月
二
二
日
ル
カ
二
章 

ク
リ
ス
マ
ス
集
会 

十
二
月
二
二
日
（
日
） 

 

ク
リ
ス
マ
ス
賛
美
礼
拝 

午
前
一
一
時
～
午
後
〇
時
半 

黄
金
聖
句
朗
読 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

尾 

瀬 

姉 

司
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

庄 

司 

姉 

一
、
前 

 
 

奏 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小 

村 

姉 

一
、
聖
歌
隊
入
堂
斉
唱
（
生
け
る
者
） 

 

一 

〇 

〇
（
三
頁
） 

一
、
聖
歌
隊
斉
唱
（
く
し
き
星
よ
） 

 
 

一 

一 

八
（
四
頁
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一
、 

聖
書 

朗
読
（
ル
カ
二
ノ
一
～
五
） 

小 

段 

姉
（
五
頁
） 

一
、（
ル
カ
二
ノ
六
～
一
〇
） 

 
 
 
 
 

尾 

瀬 

姉(

五
頁) 

一
、（
ル
カ
二
ノ
一
一
～
一
五
） 

 
 
 
 

庄 

司 

姉(

五
頁) 

一
、(
ル
カ
二
ノ
一
六
～
二
〇
） 

 
 
 
 

全 
 
 

員(

五
頁) 

一
、
祈 

 
 

祷 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

櫛 

原 
 

姉 
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一
、
聖
歌
隊
斉
唱(

あ
あ
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
） 

 

一 

一 

五
（
六
頁
） 

(

い
ざ
う
た
え
） 

 
 
 

一 

〇 

八
（
七
頁
） 

(

天
な
る
神
に
は)  

 
 
 

一 

一 

四
（
八
頁
） 

 
 

(

今
宵
な
り
わ
た
る)  

 
 
Ⅱ

一
二 

一
（
九
頁
） 

 
 
 
 
 
 
 

(

き
よ
し
こ
の
夜
） 

 
 

一 

〇 

九
（
一
〇
頁
） 

一
、
一
同 
賛
美(

も
ろ
び
と
） 

 
 
 
 

一 

一 

二
（
一
一
頁
） 

一
、 

 
 
 

(
荒
野
の
は
て
に
） 

 
 

一 

〇 

六
（
一
二
頁
） 

一
、
聖
歌
隊
退
堂
斉
唱
（
あ
め
に
は
さ
か
え
）
九 

 
 

八
（
一
三
頁
） 

一
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
救
い
主
の
御
降
誕
」 

 

山
本 

牧
師 

一
、
一 

同 

賛
美
（
ま
ぶ
ね
の
な
か
に
） 

一 

二 

一
（
一
四
頁
） 

一
、
感
謝 

献
金 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一 
 
 

同 

一
、
感
謝
の
祈
祷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大 

内 

家 

一
、
頌 

 
 

栄 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一 
 
 

同
（
一
八
頁
） 

一
、
祝 

 
 

祷 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
本 

牧
師 

一
、
会 

 
 

食 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
階 

食
堂 

 

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト 

午
後
二
時
～
午
後
四
時 

司
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山 

本 

師 
 

 

一
、
賛
美
と
演
奏 

 
 
 
 
 
 

水
野
夏
子
姉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一
、
賛
美
や
信
仰
の
恵
み
の
証
さ
ん
び 

一
、
プ
レ
ゼ
ン
ト 

大
日
丘
ク
リ
ス
マ
ス
た
こ
焼
き
会
日
時 

日
時 

一
二
月
二
四
日
（
火
） 

た
こ
焼
き
会 

午
後 

四
時 

場
所 

大
日
が
丘
住
宅
集
会
所 

腹
話
術
、
ゲ
ー
ム
ー
、
賛
美 

 

 

宣
教
④ 

第
三
課 

歴
史
の
主
人
公
に
な
ら
れ
た
神 

―
世
界
宣
教
の
歴
史
― 

三
・
二
・
二 

修
道
院
に
よ
る
宣
教 

ａ) 

修
道
院
運
動
の
起
源 

・
パ
コ
ミ
ウ
ス
（P

a
ch

o
m

iu
s2

9
2

～?:

）。 

パ
コ
ミ
ウ
ス
は
ア
ン
ト
二
ウ
ス
と
異
な
り
、
共
同
体
的
な
修
道
院
を

創
設
し
た
人
物
だ
。
彼
は
未
信
者
の
家
庭
に
生
ま
れ
、
洗
礼
を
受
け
て

苦
行
者
と
な
り
、
修
道
院
を
始
め
た
。
複
数
の
修
道
院
を
建
て｢

中
央

修
道
院｣

を
作
り
、
そ
こ
で
各
修
道
院
を
管
轄
し
た
。
四
世
紀
末
に
は

こ
う
し
た
制
度
が
成
熟
期
に
至
り
、
パ
コ
ミ
ウ
ス
が
死
を
迎
え
た
際
に

は
各
修
道
院
に
は
二
〇
〇
～
三
〇
〇
人
、
総
勢
三
〇
〇
〇
人
も
の
修
道

士
が
い
た
と
言
う
。
パ
コ
ミ
ウ
ス
の
制
度
は
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
の
制
度
を

取
り
込
み
、
修
道
院
の
一
般
的
な
形
態
と
し
て
定
着
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

(

ワ
イ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
よ
り) 

第
十
二
回
癒
し
五
〇
日
連
続
祈
祷
完
了 

一
〇
月
一
八
日(

金)

～
一
二
月
六
日(

金)

は
完
了 

 

第
十
三
回
癒
し
五
〇
日
連
続
祈
祷 

一
二
月
七
日(

土)

～
一
月
二
五
日(

土) 

午
後
一
時
～
午
後
二
時
半 

（
祈
り
の
後
、
楽
し
い
テ
ィ
ー
で
休
憩
） 

 

場
所 

教
会
二
階(

気
軽
に
参
加
し
て
共
に
祈
り
ま
し
ょ
う) 

        


